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地域研究における研究データの特徴・現状

• 人文社会学研究データが多い

• デジタル化は遅れ気味か（例：デジタルテキストの作成には予算も時間もかかる）

• 公開が困難な研究データも多い（著作権，肖像権，政治的配慮等）

• デジタル化されている研究データは，データとしてよりもデータベースとして
公開されている事例が多い

• 書誌的データベースが多い ⇒ 現物へのアプローチが困難な事例も多い

• 個人研究者や研究プロジェクトに関わる研究データのデジタル化やデータベース公
開は遅れている，仮に公開されても停止してしまうことが多い（予算，人員等）

⇒ 長期保存や長期利活用が困難

• 参考：JCASニューズレター, No.15 (2013),  特集 JCAS加盟機関所蔵の研究資源一覧

• 研究データ管理に対する理解や関心は分野や世代（？）によりさまざま

http://www.jcas.jp/jcas_news_15.pdf

http://www.jcas.jp/jcas_news_15.pdf


対象を少し広げて
〜 人文科学研究における研究データの特徴・現状〜

• 多様性

• 対象（文書，絵画，モノ，辞書，報告書，数値，統計，文字等）

• 記述（メタデータの標準化は進んでいない，無理？）⇒ 広範囲な共有や利活用が困難

• 公開者（大学，研究所，学協会，企業，協会，自治体，個人等）⇒ 標準化が進まない，長期保存が困難

• 書誌的データが多い ⇒ 現物へのアプローチが困難な事例も多い

• 参考：人文系データベース構築事例のポータルサイト・データベース ( http://www.jinbun-db.com/database )

人間文化研究機構 nihuINT ( https://int.nihu.jp/ ) 

⇒ 機構外研究者のデータベースは入っていない？

• 研究データ管理への

関心は概して低いと

考えられる

http://www.jinbun-db.com/database
https://int.nihu.jp/


東南アジア地域研究研究所の取り組み１

• まずはデータベースサービスから

• データベース構築支援システムの提供（Ｍｙデータベース）

• 利活用支援（Ｍｙデータベース APIの提供）

• 共同利用・共同研究拠点としての機能（対象を研究所や学内に限定しない）

• 次に高度化

• 時空間インタフェースの導入

• RDF+SPARQLによる再構築（Open Dataへの対応）

• サービスニーズの多様性

• マルチメディア的な利用：研究書籍とデータベース（地図や動画）の連携：
データベースはデータ置場

• データ置場としてのニーズ：今後は数値データ等が増える見通し

⇒ レポジトリ機能の開発（中）



東南アジア地域研究研究所の取り組み１
〜東南アジア地域研究研究所のデータベースの例〜



東南アジア地域研究研究所の取り組み１
〜東南アジア地域研究研究所のデータベースの例〜



bil. tahun bln. m/s ruangan tajuk penulis mikrofilm

1 1950 7-8 1 gambar kulit Bu Karno (Isteri President Sukarno)

1 1950 7-8 2 (keterangan gambar kulit & gambar hadiah)

東南アジア地域研究研究所の取り組み１
〜東南アジア地域研究研究所のデータベースの例〜



東南アジア地域研究研究所の取り組み ２
〜 研究デジタルデータに関するINVENTORY データベースの構築〜

Dataset
URL
alternative URLs
title (original)
title (English)
title (other language)
subject
description (English)
description (other language)
contributor
rights
accesibility
issued
modified
contact

Data
data language
data schema

Source Object
source (source language)
source (English)
source (other language)
source type
source format
source spatial coverage
source temporal coverage
source language

RsDA Entry
comment



東南アジア地域研究研究所の取り組み ２
〜 研究データのINVENTORY データベース構築〜



RDMにかかる現状（地域研究）１

• RDMに関して地域研究分野でコモンセンスとなっている事項は?

• 全ての研究者は少なくとも独自の方法でデータの整理・保存を行っている

• しかし，地域研究は境界領域あるいは複合領域であるためコモンセンスを得ることは容易ではない

• データを管理・保存することの重要性やデータ公開の有用性については誰しも合意するが・・・

• データ公開に消極的な分野もある

• 論文の根拠となる基礎データを公開しにくい（したくない？）雰囲気（？）がある

• 査読システムがない（少ない）分野もある

• データから結論に至る過程の再現あるいは追試が必ずしも必須・可能ではない分野もある

• 若手研究者（特に，大学院生）はどのようにRDMスキルを学んでいるか?

• 研究所としては指導等は行っていない（必要に応じて指導教員が個別に指導することはある）



RDMにかかる現状（地域研究）２

• 査読付論文発表時にデータ添付を求められているか?

• 医学・自然科学系では求められた事例がある（一般的になりつつあるらしい）

• 投稿時は必要に応じてデータを添付する

• 論文発表時は全データを載せることはできないのでappendixとして掲載することもある．全データを
参照するのであればサーバ機能が必要となるであろう

• データは自身のパソコン，外付けディスク，Googleドライブ等に保存している

• 長期保存や利活用を考えると，今後はサーバー等置く必要がある

• 長期保存の仕掛けがない（メタデータ，管理者，予算等）

• 東南アジア地域研究研究所の場合はＭｙデータベースの利用も可能



RDMにかかる現状（地域研究）３
〜 CDL RDM RUBRIC に照らして当該分野の状況はどうなっているか 〜

その都度 1度のみ 有効に活用 再利用のために最適化

データマネージ
メント計画

データを入手した段階で、自
分なりに考える。標準化や文
書化はしていない

最初に計画を作成するが、通常は、
途中で見直すことはしない

詳細な計画を作成し、プロジェクト
期間を通じ参照と見直しを行う

自分あるいは他人が将来スムー
ズにデータを利用できるように
計画している

データの体系的
整理

一貫した手法に従っていな
い。そのため、しばしば探し
出すのに時間を要する

手法はあるが、それを適用するの
は、プロジェクト終了時のみ

先を見越した手法を導入している
が、必ずしも標準化されてはいない

他人が自分でデータを検索、内
容を理解し、利用できる

データの保存と
バックアップ

作業中にどのデータが重要で
あるかを決め、通常はこれを
特定の1か所に保存する

どのデータを保存すべきかを理解し
ている。損失のリスクを緩和するた
め、作業後にバックアップをとる

作業中でも定期的にデータを保存す
るシステムを用いている。複数の
バックアップを保持している

再利用する機会を最大限生かせ
るよう考慮した方法と場所に
データを保存している。

データを解析可
能な状態にする

標準化もしくは十分に文書化
された手続きはない

解析に適した形式を検討し整備する
が、事例ごとに異なる方法をとって
いる。

データ処理方法は標準化され、かつ
十分に文書化されている

将来も自分自身及び第3者が利用
しやすい方法で、データ処理を
行っている

データ解析と成
果の取扱い

解析や実験がどのような手順
やパラメータにより実施され
たか確認するために、これら
をやり直すことが多々ある

解析作業終了後、パラメータの詳細
や解析手順、プロトコルを文書化し
ている

データ解析の際、決められた方法で
解析のワークフローや判断のプロセ
スの詳細をいつも記録している

自身が行った解析のワークフ
ローや判断プロセスの詳細が他
人によっても実行できることが
確認できている

データの共有と
公開

研究成果を共有しているが、
その根拠となるデータについ
ては共有できていない

リクエストがあった場合にのみ研究
データの共有を行っている

自身の研究成果や根拠となるデータ
は、第三者が利用できる形式で共有
できる

優れたデータマネジメントを実
践し、自身のデータをいつでも
だれとでも効率的に共有できる

•この表は医療系・自
然科学系の教員に尋
ねた事例

•人文社会学研究にこ
の尺度を適用できる
のか検討が必要



RDMにかかる現状（地域研究）４
〜 RDM に関して当該分野の現状・課題は? 〜

• 現状は研究データの散逸・損失を防ぐ手立てで精一杯

• デジタル化支援，メタデータ構築支援等

• 「地域研究」で括ることは不可能ではないか？

• 分野によりRDMに対する理解や認識の差が大きい

• CDL RDM Rubric は人文社会分野に適用できるか？

• 多様性が高い

• 研究データにはモノが含まれることもある

• 個別データではなくアーカイブになるケースもある（高名な研究者の全史資料等）

• データをアーカイブする際の基準等が定まっていない（何を残し何を棄てるのか等）



RDMにかかる現状（地域研究）５
〜 RDM に関して当該分野の現状・課題は? 〜

• 解析の過程を残せるか（自然科学系より）？

• 試行錯誤の過程は？

• データ処理のプログラムを保存していれば，あるていど解析過程を辿ることもできるか？

• 入れ物（ディスク）だけでは不十分か？

• 研究データの長期保存・長期利用（将来にわたり他人によるデータ利用）を可能とするには，どのような
付帯情報が必要か

• 母集団，計測装置，手技，データ記述ルール（単位系）等

• 装置のマニュアル等

• 底本，翻刻の手順，記述スキーマ，異体字の同定ルール等

• 手順書等

• レポジトリ（あるいはRDMシステム）に研究データをアップしてくれても・・・

• この付帯データを作成・入力してくれるか



RDMにかかる現状（地域研究）６
〜 RDM に関して当該分野の現状・課題は? 〜

• 研究所としてのRDMポリシーは未策定

• 理解の促進，合意形成，具体化作業をどのように進めるのか

• 支援が必要（URA？）

• RDMを実施する研究所内の体制が未定

• 研究所内における担当（者）：情報システム，ポリシーの実装・実施支援，予算等

• 広報委員会？，図書委員会？，情報整備委員会？，情報処理室？，グローカル情報ネットワーク？

• 研究者，研究所，大学における役割・責任等の分界点

• 共同利用・共同研究拠点としての機能をどう果たすか


